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概要
こ こ では、 ご使用にな る測定装置を迅速かつ簡単に設定する方法を記載し ています ：

安全注意事項

→ 1

→ 2

一般的な安全注意事項
シンボルの説明
特別な指示を示し ます。 それらの場所は、 次のア イ コ ンで示されます。
危険 #、 警告 "、 注意 !。

▼

設置

→ 4

→ 7

センサの寸法、 取付角度などの設置条件を述べています。
設置例が述べられています。

▼

配線

→ 9 センサへの配線を確認でき ます。

▼

センサの構造、 測定原理

→ 11

→ 12

→ 12

センサの構造を述べています。
測定原理が述べられています。
校正方法を述べています。

▼

保守

→ 16

→ 21

清掃などの定期的 メ ンテナン スはセンサの長時間運転に必要です。
スペアパーツ、 システムの概要を述べています。

▼

ト ラ ブルシュ ーティ ング

→ 20 使用中に不具合があ る場合、 チェックリストを使い原因を特定し て く だ さい。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（ Company:）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （ Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（ Tel.:） （ Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（ Type of instruments:） （ Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（ Process matter:）

使用洗浄液名：
　（ Cleaned with： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 用途

溶存酸素センサは、 水中の溶存酸素の連続式測定に適し ています。

一般的使用方法 ：

• 活性汚泥槽の溶存酸素濃度のモニタ、 管理用測定。
• 汚水処理工場の排水の溶存酸素濃度のモニタ。
• 公共の飲料水、 養魚場の溶存酸素濃度のモニタ、 管理用測定。
• 飲料水の溶存酸素濃度のモニタ。

本装置を、 こ こ で説明されている以外の如何なる方法でも使用する こ と は、 作業者や、 測定シ
ステム全体の安全に支障を きたすが故に許されてお り ません。

製造者は、 定められた使用方以外または誤った使用方法によ り 発生する損害について責任を負
いません。

1.2 取付、 設定および操作

以下にご注意 く ださい。

• 測定システムの設置、 電気配線、 設定、 操作、 保守は ト レーニングを受けた技術者によ り の
み行って く ださい。
技術者は、 作業についてシステムの操作者の承認を得て く ださ い。

• 技術者は機能説明書を熟読、 理解の上内容を順守し なければな り ません。
• 設定の前に接続が全て正し く 行われているかチェ ッ ク し て く ださ い。 ホース、 配管の接続も

問題がないかご確認 く ださい。
• 損傷のあ る製品での運転はせず、 意図されない設定がされないよ う ご注意 く ださ い。

損傷、 欠陥のあ る製品は記録し て く ださい。
• 測定ポイ ント 不良の修正は特別なト レーニングを受け、 認定さ れた者のみによ り 実施可能です。
• 不具合が改善されない場合は、 誤った設定を避ける ために製品を取 り 外し て く ださ い。
• 取扱説明書に記されない修理は、 弊社のサービ ス部門においてのみ実施可能です。

1.3 操作上の安全性

センサは最新の技術で設計、 テス ト され、 完全な状態で出荷されています。
関連する ヨーロ ッパの規格に適合し ています。

ユーザは、 次の安全条件を遵守する責任を有し ます。

• 設置方法
• 各地域での規制、 法律。
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1.4 返却

修理のためにセンサを返送する 場合は、 洗浄の上弊社サービ ス センタ ーにお送り く ださ い。
返送時には、 なるべ く 納入時の梱包をご使用 く ださい。

返送時には、 取扱説明書巻頭の " 安全 / 洗浄確認依頼書 " を同梱 く ださい。
" 安全 / 洗浄確認依頼書 " がない場合には修理できません !

1.5 安全に関する表記規則と記号

1.6 参照記号について

本取扱説明書では以下の記号を用いて関連するページおよび図への参照先を示し ます。

危険！
操作者に危害を与え る可能性を示す記号です。 危険は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ る
いは計器の破壊を招 く 操作または手順を強調し ます。

警告！
不正な操作によ ってエラーを生じ させる可能性を示す記号です。
警告は、 適切に行わなければ計器の誤動作を招 く 操作または手順を強調し ます。

注意！
注意は、 操作手順の情報のなかで特に重要な項目を強調する記号です。

→ 1 この記号は関連するページを示し ます。

→ 2 この記号は関連する図を示し ます。
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2 製品について

2.1 仕様コー ド

2.2 納入品目

次のものが納入されます。

• 溶存酸素センサ COS61（表面保護キ ャ ッ プ付）
• 本取扱説明書
• 簡易操作説明書

ご質問は、 弊社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く ださい。

認証

A 非防爆

ケーブル長

0 ケーブル長： 1.5 m（ケーブル接続 F ま たは S を選択）

1 ケーブル長： 7 m（ケーブル接続 F ま たは S を選択）

2 ケーブル長： 15 m（ケーブル接続 F ま たは S を選択）

8 ケーブルなし （TOP 68 バージョ ン）（ケーブル接続 S を選択）

9 特殊仕様、 要問合せ

ケーブル接続

F G1 ねじ 、 SXP コ ネク タ 付き 固定ケーブル

S G1 ねじ 、 TOP68 コ ネク タ

ア クセサリ

0 アク セサリ なし

COS61- 仕様コ ード
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3 設置

3.1 納品内容確認、 運搬、 保管

• 梱包に破損がないこ と を確認し て く ださ い。
荷姿の破損の程度を納入業者にお知らせ く ださ い。
事態が解決する までは、 損傷を受けている梱包材料をお手元に保管し て く ださい。

• 中身について も無傷であ る こ と を確認し て く ださ い。
損傷の状況を納入業者にお知らせ く ださ い。
問題が解決する までは、 損傷を受けている製品をお手元に保管し て く ださ い。

• 納入品目が完全であ るか、 注文書および出荷伝票と照ら し合わせて確認し て く ださい。

• 製品の搬送 ・ 保管に使われている梱包材は、 衝撃や湿度に耐え られる物が採用されています。
製品の運搬、 保管の際に使用でき ます。 同時に使用環境条件を保つものでも あ り ます（ 「技術
データ」 を参照）。

• ご質問は、 弊社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く ださい。

3.2 設置条件

3.2.1 外形寸法

a0004083-en

図 1 ： 固定ケーブル型

a0004084-en

図 2 ： TOP 68 コネク タ型
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3.2.2 取付方向

本センサは、 以下の図に示す取付方向で設置し て く ださい。

これ以外の取付方向での設置はセンサキ ャ ッ プ表面に付着物が堆積し測定値に影響し ます。

a0004087

図 3 ： 設置角度

A 推奨設置角度： 0 ～ 180 °

! 注意 ! 
取扱説明書の内容に従いセンサを設置し て く ださい。

3.2.3 取付位置

• 後日の校正作業に備えてセンサを取 り 出しやすい場所を選んで く ださ い。

• 取付方向が 3.2.2 の図に示す範囲内である こ と 、振動の無い場所である こ と を確認し てく ださ い。

• 活性汚泥槽での測定では、 通常の酸素濃度が得られる場所を選択し て く ださ い。

3.3 取付方法

3.3.1 測定システム

測定に必要な機器

• 溶存酸素センサ ： COS61

• 変換器 ： リ キシス M COM223/253

• 延長ケーブル（延長時必要な場合）

• ホルダ：COA250 流通型ホルダ、CYA611 浸漬型ホルダ、または COA451 リ ト ラ ク タブルホルダ

オプシ ョ ン ：

• CYH101 ホルダ支柱

• VS 延長用端子箱（ケーブル延長用）

• ケモ ク リ ーン、 自動洗浄システム

A
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a0004102

図 4 ： 測定システム（例）

1 浸漬型ホルダ

2 VS 延長用端子箱（別途必要）

3 リ キシス  M COM253 変換器

4 COS61 溶存酸素センサ

3.3.2 測定場所への設置

! 注意 ! 
浸漬使用では、 槽から離れた場所で各機器を設置し て く ださい。 十分考慮された取付位置に設置
し て く ださい。

測定場所での設置は以下の手順に従って く ださい ：

1. リ ト ラ ク タブルホルダ（ リ ト ラ ク タブルホルダ使用時） または、 流通型ホルダ（流通型ホ
ルダ使用時） をプロセスに設置。

2. 洗浄用水パイプを接続（洗浄機能を使用する場合）。

3. 溶存酸素センサの設置。

4. 浸漬ホルダ（浸漬ホルダ使用時） または、 懸垂装置（懸垂装置使用時） をプロセスに設置。

" 警告 ! 
• 浸漬測定には、 センサに、 浸漬型ホルダ（例 ： CYA611） が取 り 付けられている必要があ り ます。

センサをケーブルに吊る して設置しないで く ださい。
• センサケーブルを捻 り すぎないよ う 注意し、 ホルダにねじ込みます。
• ケーブルに過大な伸張力がかから ないよ う 注意し て く ださ い。（例 ： がたつきなどによ る）。
• 後の校正時にア ク セス しやすい場所を選んで く ださ い。

# 危険 ! 
金属部品を使用の際の設置には地域の法規定に従って く ださい。
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3.4 設置例

3.4.1 浸漬設置

別冊の取扱説明書を参照 く ださい （BA432C ： 廃水用ホルダ CYA112、 BA430C ： ホルダ固定用機
器 CYH112）。

3.4.2 流通型ホルダ

COA250-B 流通型ホルダ（→ 5） は、 気泡を自動的に抜 く こ と ができ るのでパイプやバイパ
ス取付時に使用する こ と ができ ます。 流入口は底部に、 流出口は上部（G¾ ねじ接続）。
90°パイプブラ ケ ッ ト を使用し て管路に設置可能です（→ 6 の 6）。

a0004113-en

図 5 ： 流通型ホルダ COA250-B

1 センサ取付用ねじ

2 ス ク リ ュ ーリ ング

3 測定ボディ

4 ねじ 接続 G¾
5 ダミ ープラ グ（ス プレ ーヘッ ド

COR3 接続用）

a0004114

図 6 ： 手動弁、 電磁弁用バイパス接続

1 主配管

2 測定物リ タ ーン

3 溶存酸素センサ

4、 7 手動弁ま たは電磁弁

5 流通型ホルダ COA250-B

6 90 °パイ プブラ ケッ ト

8 測定物取入口

1

23

467

8

5
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3.4.3 リ ト ラ ク タ ブルホルダ

このホルダは、 タ ン ク、 配管に取 り 付け られる よ う 設計されています。 適切な ノ ズルをご使用 く
ださい。

プロセスアセンブ リ を定常的流れのあ る場所に取 り 付けて く ださい。 最小パイプ直径は 
DN 80 です。

a0004117-en

図 7 ： リ ト ラ ク タ ブルホルダ COA451 を使用する場合、 取り付けの可否。

1 立ち上がり パイ プ、 理想的位置

2 パイ プ水平部、 センサをパイ プの上方に設置する こ と はエア溜ま り や気泡の問題で許さ れま せん

3 パイ プ水平部、 センサを横向き に設置する こ と は可能です（センサの種類によ る ）

4 パイ プ水平部、 センサをパイ プの下方に設置する と 蛍光キャ ッ プに異物が付着する 可能性があり ま す

5 下り 方向のパイ プ、 不可

! 注意 ! 
• エア溜ま り 、 または、 気泡の発生する位置、 懸濁粒子がセンサ光学素子にかかる恐れのあ る位

置への リ ト ラ ク タブルホルダの取 り 付けは行わないで く ださ い（→ 7）。

• 次の場合は測定エラーを発生させる恐れがあ り ます ： 
- センサが測定物の中に浸されていない時
- 懸濁粒子がセンサの表面に付着し ている時
- センサが逆さに取 り 付け られている時

3.5 設置状況の確認

• センサ と、 ケーブルに損傷がないか ?

• 蛍光キ ャ ッ プに損傷がないか ?

• センサ取 り 付け位置は適切か ?

• センサがホルダに取 り 付け られているか、 またケーブルにぶら下がっていないか ?

• 雨によ る水の浸入を防ぐため浸漬ホルダに保護キ ャ ッ プが取 り 付け られているか ?
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4 配線

# 危険 ! 

• 配線は、 電気技術者のみによ って行って く ださい。

• 技術者は、 取扱説明書を熟読、 理解の上、 内容を順守し なければな り ません。

• 配線作業の前に電源ラ イ ンに電気がき ていないこ と を確認し て く ださ い。

4.1 変換器への配線

4.1.1 屋外設置型変換器との接続

SXP コネ ク タ（→ 8） 付きセンサケーブルによ り センサ と変換器
（COM253-WX/WS） を接続し て く ださい。

4.1.2 パネルマウン ト 型変換器との接続

•  SXP コネ ク タ をケーブルから外し て く ださい。

• リ キシス M COM223-WX/WS の端子割 り 当ては以下の表を参照 く ださい。

• センサのバージ ョ ン（固定ケーブルまたは、 TOP68 コネ ク タ） によ り 端子割 り 当てが異な り ま
すのでご注意 く ださい。

a0004118

図 8 ： SXP コネク タ

COM223 
の端子

固定ケーブルバージョンセンサ（OMK） TOP68 コネクタ付きセンサ（COK31）

コア 割り当て コア 割り当て

87 黄 +UB 黄 +UB

0 灰 0 V 白 0 V

96 ピ ンク 通信（デジタ ル） 緑 通信（デジタ ル）

97 青 通信（デジタ ル） 茶 通信（デジタ ル）

88 茶 -UB 同軸ケーブル、

心線

-UB
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4.2 接続ボ ッ クスによる接続

ケーブルを延長する場合は、 VS 延長用端子箱 （→ 9、 → 10） を使用し延長し て く ださい。

センサケーブル と VS 延長用端子箱の接続は、 SXP コネ ク タ を使用し て く ださ い。

VS 延長用端子箱と変換器の接続は変換器が屋外設置型かマウ ン ト タ イプ型かで異な り ます。

4.3 配線後のチ ェ ッ ク

a0004129-en

図 9 ： 屋外設置型変換器接続時の

VS 延長用端子箱

1 屋外設置型変換器への SXP コ ネク タ

2 センサから の SXP コ ネク タ

a0004130

図 10 ： パネルマウン ト 型変換器接続時の

VS 延長用端子箱

2 センサから の SXP コ ネク タ

3 パネルマウ ント 型変換器への測定用

ケーブル（OMK）

4 パネルマウ ント 型変換器端子部

機器 備考

センサ、 接続ボッ ク ス 、 ケーブルなど に損傷はないか ? 目視検査

電気接続 備考

変換器の電源電圧が、 銘板に記載さ れた仕様と 一致し ている か ? AC 110/230 V

AC/DC 24 V

ケーブルの張り 過ぎ、 捻れがないか ?

ケーブルは、 完全に絶縁さ れている か ? 電源ケーブル / 弱電ケーブル

供給電源と 信号線は正し く 変換器に接続さ れている か ? COM 2x3 の接続図参照

全ての端子ねじ がし っかり 締め付けら れている か ?

全ての電線口はし っかり 締め付けら れシールさ れている か ? 側面の電線口： 防滴処理をし てく だ

さ い。
電線口は、 側面ま たは底面にある か ?
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5 装置の概要

5.1 センサ

センサの構成は以下です。

• 測定チャ ンバ
• 光センサヘッ ド （エ ミ ッ タ、 検出器）
• 蛍光キ ャ ッ プ
• 保護キ ャ ッ プ

! 注意 ! 
浸漬仕様での使用では、 洗浄機能を持つスプレーヘッ ド COR3 （オプシ ョ ン、 " ア ク セサ リ " 参
照） を保護キ ャ ッ プの代わ り に使用する こ と ができ ます。

a0004151

図 11 ： センサの構成

1 センサケーブル

2 測定チャ ンバ

3 O- リ ング

4 保護キャ ッ プ

5 G1 ネジ

6 検出器

7 エミ ッ タ

8 蛍光キャ ッ プ

1

2

3

4

5

6

7

8
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5.2 測定原理

5.2.1 蛍光消光測定法による酸素濃度測定

• センサの構成 
- 酸素感知分子と、 蛍光体は結合されています。
- 蛍光体の表面は測定物と接し ます。
- 入射光は蛍光体の表面に直射されます。

• 測定物の分圧と蛍光体内での分圧は同じです ： 
- センサが測定物に侵された状態では、 すぐに平衡状態と な り ます。

• 測定プロセス ： 
- 光源から入射光 （緑） が発っせられます。
- 入射光が蛍光体の分子を励起し、 励起された分子は蛍光 （赤） を放出し ながら元の状態に戻

り ます。
- 蛍光の持続時間、 強度は溶存酸素濃度に比例し ます。
- 溶存酸素濃度が低い測定物の場合、 蛍光は、 長 く 持続し ます。
- 溶存酸素分子は、 蛍光を抑制する動きがあ り ます。 その結果、 蛍光は短 く 、 持続性がな く な

り ます。

• 測定結果 ： 
- センサの信号は、 測定物の溶存酸素濃度に対し て一定の割合で戻 り ます。
- 温度補償機能内蔵です。 大気圧補償はオプシ ョ ンで対応し ます。

5.2.2 蛍光キャ ッ プ

溶存酸素は、 蛍光キ ャ ッ プで拡散し ます。

測定物の流れは必ずし も必要あ り ませんが、 適切な流れはよ り 正確な測定値を も た ら し ます。

キ ャ ッ プは、 溶融ガス を透過し ます。 液体中の他の溶融成分 （イオン粒子など） は、 蛍光キ ャ ッ
プを透過でき ません。 ゆえに、 導電率は測定値に影響を与えません。

5.3 校正

校正は、 センサの測定値の特性を変換器に合わせるために実施し ます。

通常は、 センサの校正は必要あ り ませんが、 次の場合は必要です。

• 蛍光キ ャ ッ プを変更し た と き

その他運転実績に応じ て一定期間毎に校正を実施でき ます （例 ： システムチェ ッ ク時など）。

! 注意 ! 
校正には、 校正容器 （ア ク セサ リ 参照） のご使用を推奨し ます。
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5.3.1 校正の種類

校正の種類

• 空気 （理想的には、 飽和水蒸気、 例、 水面に近い場所）
- 空気での測定値の校正 ： 75 ～ 140 % SAT
- ゼロ校正 ： ＜ 10 % SAT

• 空気飽和水
- 空気校正 と同様

• 基準測定値 （測定物内で、 変換器 , センサに入力）。
- 測定値 75 ～ 140 % SAT は、 ゼロ点を保持し ている間の校正値です。
- 測定値 10%  SAT は、 空気中での測定を維持し ている間の校正値です。

慣例的には以下の校正を行って く ださい。

• " 空気 " 校正タ イプでの空気中での校正
• " 空気飽和水 " 校正タ イプでのゼロ液を用いたゼロ点校正 （センサチェ ッ ク の項を参照）。

5.3.2 校正周期

定期的な校正は必要あ り ません。

5.3.3 空気による校正

1. センサを測定液から取 り 出し て く ださい。

2. 湿らせた布でセンサ外面を清掃し て く ださい。 テ ィ シュ などを利用し て、蛍光キ ャ ッ プ表面
を拭いて く ださい。

3. 約 20 分間、 センサを空気中の放置し ます。 この間、 センサが直射日光に当た らぬよ う 注意
し て く ださい。

4. 変換器のデ ィ スプレ イ上の測定値が安定し た ら、変換器の取扱説明書に従い校正を実施し て
く ださい。

5. センサを測定液中に戻し て く ださい。

! 注意 ! 
変換器の取扱説明書内の校正の手順を遵守し て く ださい。

5.3.4 校正値の計算例

確認のため期待値 （変換器の表示値） を計算で求める こ と ができ ます （塩度 0）。
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1. 次の値を求めて く ださい ：

- センサ温度 （校正タ イプ " 空気 " によ る気温、 校正タ イプ " 空気飽和水 " によ る水温）
- 海抜
- 校正時の気圧 （海抜から導き出される比較気圧） （不明時は、 1013 hPa を使用）

2. 次の値を用いて く ださい ：

- 溶存酸素量 S （下表参照）
- 変数 K （下表参照）

3. 決定 ： 

- L = 現在の気圧 （不明時は、 1013 hPa=1.013 bar）
- M = 空気中での校正時 ： 1.02、 酸素飽和水中での校正時 ： 1.00

4. 校正値 C の決定

C = S . K . L . M

例

• 18 ℃ （64 °F） 時の空気校正、 海抜 500 m、 現在の気圧 1009 hPa=1.009 bar
• S = 9.45 mg/l、 K = 0.943、 L = 1.009、 M = 1.02

校正値 C = 9.17 mg/l

温度
[ ℃ (°F) ]

S
[mg/l]1）

1) mg/l = ppm

温度
[ ℃ (°F) ]

S
[mg/l]

温度
[ ℃ (°F) ]

S
[mg/l]

温度
[ ℃ (°F) ]

S
[mg/l]

0（32） 14.64 11（52） 10.99 21（70） 8.90 31（88） 7.42

1（34） 14.23 12（54） 10.75 22（72） 8.73 32（90） 7.30

2（36） 13.83 13（55） 10.51 23（73） 8.57 33（91） 7.18

3（38） 13.45 14（57） 10.28 24（75） 8.41 34（93） 7.06

4（39） 13.09 15（59） 10.06 25（77） 8.25 35（95） 6.94

5（41） 12.75 16（61） 9.85 26（79） 8.11 36（97） 6.83

6（43） 12.42 17（63） 9.64 27（81） 7.96 37（99） 6.72

7（45） 12.11 18（64） 9.45 28（82） 7.82 38（100） 6.61

8（46） 11.81 19（66） 9.26 29（84） 7.69 39（102） 6.51

9（48） 11.53 20（68） 9.08 30（86） 7.55 40（104） 6.41

10（50） 11.25

高度
[m (ft) ]

K 高度
[m (ft) ]

K 高度
[m (ft) ]

K 高度
[m (ft) ]

K

0 1.000 550（1,800） 0.938 1050（3,400） 0.885 1550（5,100） 0.834

50（160） 0.994 600（2,000） 0.932 1100（3,600） 0.879 1600（5,300） 0.830

100（330） 0.988 650（2,100） 0.927 1150（3,800） 0.874 1650（5,400） 0.825

150（500） 0.982 700（2,300） 0.922 1200（3,900） 0.869 1700（5,600） 0.820

200（660） 0.977 750（2,500） 0.916 1250（4,100） 0.864 1750（5,700） 0.815

250（820） 0.971 800（2,600） 0.911 1300（4,300） 0.859 1800（5,900） 0.810

300（980） 0.966 850（2,800） 0.905 1350（4,400） 0.854 1850（6,100） 0.805

350（1,200） 0.960 900（3,000） 0.900 1400（4,600） 0.849 1900（6,200） 0.801

400（1,300） 0.954 950（3,100） 0.895 1450（4,800） 0.844 1950（6,400） 0.796

450（1,500） 0.949 1000（3,300） 0.890 1500（4,900） 0.839 2000（6,600） 0.792

500（1,600） 0.943
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6 設定

6.1 機能確認

初期設定前に以下をチェ ッ ク し て く ださい ：

• センサが正し く 取 り 付け られているか。
• 電気的接続は正しいか。

自動洗浄装置を使用時は、 リ ン ス装置が接続されているかチェ ッ ク し て く ださい。

# 危険 ! 
測定物の リ ーク の危険

清掃のためにエアフ ローを施す場合は、 装置にエアブローする前にセンサ接続を確認し て く ださ
い。 いったん外し たセンサの挿入が、 めづま り 等で適切に行われない場合があ り 、 測定物の漏れ
の原因と な る可能性があ り ます。

6.2 校正

センサは出荷時に校正されています。 新たな校正は特別な状況のみ必要です。
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7 保守
保守は、 定期的に実施し て く ださい。 そのために、 保守の実施日を記録する こ と を推奨し ます。

保守点検の周期は設置条件、 測定物によ り 異な り ます。

次の作業を必ず実施し て く ださい。

• センサの清掃
• 測定機能のチェ ッ ク ：

1. センサを測定液から引き出し て く ださい。

2. 蛍光キ ャ ッ プの表面を清掃し、 乾燥させて く ださい。

3. 約 10 分後、 空気中の飽和酸素指数を測定し て く ださい （再校正な しで）。

4. 測定値は、 100 ± 4 % SAT でなければな り ません
（プラ スキーを 4 回押すと、 飽和酸素指数表示にな り ます）。

• 蛍光キャ ッ プの表面が損傷し ていたり 、 清掃し ても き れいになら ないと き は交換し てく ださ い。
• 再校正

（必要に応じ て実施し て く ださい）

! 注意 ! 
定期的なセンサの清掃のために、 ケモ ク リ ーン （ア ク セサ リ 参照） などの自動清掃装置の測定箇
所への設置をおすすめし ます。

7.1 センサの清掃

センサの汚れ、 不具合によ り 測定不可能と なる場合があ り ます。 例 ：

• 蛍光キ ャ ッ プの付着物
➠ 環境条件設定によ り 反応時間が長 く なった り 、 感度が鈍 く な る こ と があ り ます。

正確な計測が行われる ために、 センサは定期的な清掃が必要です。 清掃の頻度 と その度合いは、
プロセスの測定物によ って異な り ます。

センサの清掃 ：

• 校正作業の前 （毎回）
• 必要に応じ て定期的に。
• 修理のための返送前。

汚れの種類によ り 次のよ う に実施し て く ださい。

" 警告 ! 
清掃の後は、 大量のきれいな水でセンサを洗って く ださい。

汚れの種類 清掃

塩化物 水ま たは、 1-5% の塩酸に漬け、 大量の水で洗い流し てく ださ い。

センサボディ の汚れ （キャ ッ プ以外 !） センサボディ を水と ブラ シで清掃する 。

蛍光キャ ッ プの汚れ 蛍光キャ ッ プ表面を水と ス ポンジで清掃する 。
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7.1.1 光学部の清掃

蛍光キ ャ ッ プの欠陥によ り 測定物が光学部に浸透し た と きのみ清掃が必要です。

清掃は次のよ う に行って く ださい。

1. センサから、 保護キ ャ ッ プ と、 蛍光キ ャ ッ プを回し ながら外し て く ださ い。

2. 光学部の表面を柔らかい布で汚れが取れる まで清掃し て く ださ い。

3. 光学部を飲料水または蒸留水で洗浄し て く ださい。

4. 光学部を清掃後、 新しい蛍光キ ャ ッ プをねじ込んで く ださい。

" 警告 ! 
光学部表面を傷つけないよ う ご注意 く ださい。

7.2 再生

7.2.1 O- リ ングの交換

O- リ ングの交換は、 目視で損傷が認められる場合のみ必要です。 交換には、 純正の O- リ ングの
みをご使用 く ださい。

7.2.2 蛍光キャ ッ プの交換

古い蛍光キャ ッ プの取り外し

1. 測定液から センサを取 り 出し ます。

2. 保護キ ャ ッ プを回し ながら外し ます。

3. センサの外面を清掃し ます。

4. 蛍光キ ャ ッ プを回し ながら外し ます。

5. 必要に応じ光学部表面を清掃し、 乾燥させます。

新しい蛍光キャ ッ プの取り付け

6. 取付部分に汚れが付着し ていないこ と を確認し て く ださい。

7. 注意深 く 、 蛍光キ ャ ッ プをセンサヘッ ド に行き着 く までねじ込んで く ださ い。

8. 保護キ ャ ッ プをねじ回し ながら取 り 付けて く ださい。

! 注意 ! 
蛍光キ ャ ッ プを交換し た後は、 センサを再校正する必要があ り ます。 センサを測定液に戻し た後
は、 変換器のデ ィ スプレ イにア ラームが表示されていないこ と確認し て く ださい。
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8 ア クセサリ

8.1 接続アクセサリ

• VS 延長用端子箱
プラ グ イ ン ソ ケ ッ ト 、 7- 極プラ グ付き

センサ （SXP コネ ク タ付き COS71、 COS61、 COS31、 COS3） と変換器 （保護等級 IP 65） の
測定ケーブル延長用の端子箱
注文コード 50001054

• 測定ケーブル OMK
VS 延長用端子箱 と、 変換器の接続用、 端末処理な し、 m 単位で販売 ；
注文コード 50004124

8.2 設置用アクセサリ

• 流通型ホルダ COA250
配管、 塩化ビニール （PVC）、 センサ設置用
（技術仕様書 TI 199C）

• リ ト ラ ク タブルホルダ、 ク リ ーンフ ィ ッ ト  COA451
リ ト ラ ク タブルホルダ、 ステン レ ス , ボールバルブ付き、 溶存酸素センサ用
製品については、 技術仕様書 （TI 368C） をご覧 く ださ い。

• フ レ ッ ク ステ ィ ッ プ CYH112 ホルダ固定機器
pH、 ORP、 酸素、 電導率、 濁度センサ用 ；
製品については、 技術仕様書 （TI 430C） をご覧 く ださ い。

• フ レ ッ ク ステ ィ ッ プ CYA112 廃水用ホルダ
浸漬、 開放タ ン ク、 PVC およびステン レ ス
製品については、 技術仕様書 （TI 432C） をご参照 く ださ い。
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8.3 測定、 モニ タ リ ング、 清掃用アクセサリ

• リ キシス M COM223/253
変換器、 センサの管理、 測定値モニタ リ ング、 ア ラーム接点の自由設定、 屋外設置または、
パネル取付可、 HART または、 PROFIBUS 利用可 ；
製品については、 技術仕様書 （TI 199C） をご参照 く ださい。

• ケモ ク リ ーン
イ ンジェ ク タ CYR10 と プロ グ ラ マブルシーケンサ CYR20
技術仕様書 TI046

• スプレーヘッ ド COR3
浸漬使用でのセンサの清掃用 ； 注文コード ： COR3-0

• 校正容器
COS61 用 ； 注文コード ： 51518599



ト ラ ブルシュ ーティ ング Oxymax W COS61

20 エンド レ スハウザー ジャ パン

9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルの対応

! 注意 ! 
変換器の取扱説明書内の ト ラブルシューテ ィ ングの手順を遵守し て く ださい。 必要に応じ変換器
をテス ト し て く ださい。

9.2 センサのチ ェ ッ ク

" 警告 ! 
ト レーニングを受け、 定めれた者のみがセンサをテス ト でき ます。

確認にはテス タ （電圧、 抵抗計） が必要です。

1 ゼロ液の使い方 ：

1. 大き目のビーカー （1.5 - 2 l） に水 1 l を入れる。

2. キ ャ ッ プ 1 杯のゼロ液をそのビーカに加える。

故障 チェック項目 対策

デ ィ スプレ イに

表示されない、

センサが反応し ない

変換器への電源電圧 ? 電源の接続

センサの接続は正し いか ? 正し い接続をする

測定物は、 流れている か ? 流れを発生

蛍光キャ ッ プへの異物付着 ? センサの洗浄

TOP68 コ ネク タ 付き ： コ ネク タ の湿り 、

汚れ ?

接続部洗浄（アルコ ール洗浄）、

乾燥

表示値が高すぎる 温度表示が明ら かに低い ? センサをチェ ッ ク 、 必要に応じ

修理に返送

表示値が低すぎる

TOP68 コ ネク タ 付き ： コ ネク タ の湿り 、

汚れ ?

接続部洗浄（アルコ ール洗浄）、

乾燥

センサの校正 ? 再校正を行なう

測定物は、 流れている か ? 流れを発生

温度表示が明ら かに高い ? センサをチェ ッ ク 、 必要に応じ

修理を依頼

蛍光キャ ッ プへの異物付着 ? センサの洗浄

蛍光キャ ッ プが磨耗し ていないか ? 蛍光キャ ッ プの交換

表示値の大きな偏差

蛍光キャ ッ プに損傷がないか ? 蛍光キャ ッ プの交換

測定シス テムの電磁干渉 ? 端子 S よ り センサと 延長ケーブルの

シールド 線を外し てく ださ い。

測定ケーブルと 信号ラ イ ンを

電源ラ イ ンと 分離し てく ださ い。

チェック項目 チェック内容 チェックポイント

電圧チ ェ ッ ク
COM 2x3-WX/WS 変換器のセンサへの

電源電圧の測定 

端子 87 と  0 間： +8 V

端子 88 と  0 間： -8 V

スパンチ ェ ッ ク
センサをペーパータ オルで拭き

乾燥さ せ空気中に放置する 。

10 分後：

約 100 % SAT（O キーを 4 回押す）

ゼロ点調整
センサをゼロ 液に浸す 1） 表示値が、 0 mg/l（0% Sat） に近い

こ と
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3. センサをビーカの溶液につけ しばら く 待つ （15 分位、 酸素値が無 く なる まで）。
表示値が、 0 mg/l （0% Sat） に近 く な り ます。

条件 （水面、 空気） によ り ますが、 ゼロ液が安定する まで最長 12 時間かか り ます。

! 注意 ! 
基準値に対し て偏差が大きい場合は、 弊社または販売代理店にご相談 く ださい。

9.3 スペアパーツ

9.4 返却

修理のためにセンサを返送する場合は、 洗浄の上弊社サービ スセン ターにお送 り く ださい。

返送時には、 な るべ く 納入時の梱包をご使用 く ださい。

返送時には、 取扱説明書巻頭の " 安全 / 洗浄確認依頼書 " を同梱し て く ださい。 " 安全 / 洗浄確
認依頼書 " がない場合には修理できません !

9.5 廃棄

装置は電気部品を含みますので、 電気部品の廃棄に関する規定があ る場合はそれに従って く ださ
い。

地域の法令を確認し て く ださい。

番号 スペアパーツキット 注文コード

a0004166

図 12 ：

1 センサ " 仕様 " の章を

ご覧く ださ い。

2 O- リ ング

- 2 個

51518597

3 センサキャ ッ プ（蛍光キャ ッ プ） 51518598

4 保護キャ ッ プ 50053276

図なし

ゼロ 液

- 3 個（無酸素水 1 l x3 回分）

50001041

1

2

3

4
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10 技術データ

10.1 入力

10.1.1 計測値

溶存酸素 [mg/l、 % SAT、 hPa]

温度 [ ℃ ]

10.1.2 測定レンジ

リ キシス M COM 223/253 使用 ：

0 ～ 20 mg/l （0 ～ 20 ppm）

0 ～ 200 % SAT

0 ～ 400 hPa

10.2 使用 / 保管環境

10.2.1 保管温度

-20 ～ +70 ℃ （湿度 95 % 時、 結露なき こ と )

10.2.2 周囲温度レンジ

-20 ～ 60 ℃

10.2.3 保護等級

IP 68

10.3 プロセス環境

10.3.1 プロセス圧力

最大超過圧力 ： 10 bar

10.3.2 プロセス温度

-5 ～ +50 ℃

10.4 性能

10.4.1 応答時間

t90 ： 60 s

10.4.2 精度

測定レンジの ±2 %
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10.4.3 再現性

測定レンジの ±0.5 %

10.4.4 蛍光キャ ッ プ交換のめやす

2 年 （プレア ラーム / ア ラーム出力機能によ り 指示）

10.5 機械的構造

10.5.1 重量

ケーブル 7 m ： 0.7 kg

ケーブル 15 m ： 1.1 kg

TOP68 コネ ク タ ： 0.3 kg

10.5.2 材質

10.5.3 プロセス接続

G1

10.5.4 センサ付属ケーブル

7- 芯 2 重シール ド （TOP68 コネ ク タ用）

10.5.5 変換器 / センサ接続

• SXP コネ ク タ （屋外設置型）
• 端子接続 （パネルマウ ン ト 型）

10.5.6 最大ケーブル長

最長 100 m （延長ケーブルを含む）

10.5.7 温度補償

内蔵

センサボデ ィ ：

蛍光レ イヤ付き キ ャ ッ プ ：

蛍光レ イヤ ：

ステン レ ス鋼 （SUS 316Ti）

POM

シ リ コ ン
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

08.10/ マーコムグループ

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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